
久米島町立清水小学校いじめ防止基本方針 

平成３１年３月２０日訂正 

１ いじめの定義 

 

上記の考え方のもと、本校では全ての職員が「いじめは、どの学校・どの学級でもおこ

りうるものであり、いじめ問題に全く無関係ですむ児童はいない。」という基本認識にたち、

全児童が「いじめのない明るく楽しい学校生活」を送ることができるように、「いじめ防止

基本方針」を策定した。 

いじめ防止のための基本姿勢として、以下の５つのポイントをあげる。 

①いじめを許さない、見過ごさない雰囲気づくりに努める。 

②児童一人一人の自己有用感を高め、自尊感情を育む教育活動を推進する。 

③いじめの早期発見のために、様々な手段を講じる。 

④いじめの早期解決のために、当該児童の安全を保証するとともに、学校内だけでなく

各種団体や専門家と協力して、解決にあたる。 

⑤学校と家庭が協力して、事後指導にあたる。 

 

２ いじめ防止具体策 

（１）いじめのない学校づくりに向けた指導の充実 

   道徳教育、人権教育、生徒指導、学級指導等の充実を図り、また各教科等のあらゆ

る教育活動を通していじめは決して許されるものではないことを教育し、いじめ防止

に努める。 

 

 いじめとは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該

児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える

行為（インターネットを通じて行われるものも含む。）であって、当該行為の対象となっ

た児童生徒が心身の苦痛を感じているもの」とする。なお、起こった場所は学校の内外を

問わない。 

  「いじめ」の中には、犯罪行為として取り扱われるべきと認められ、早期に警察に相談

することが重要なものや、児童生徒の生命、身体又は財産に重大な被害が生じるような、

直ちに警察に通報することが必要なものが含まれる。これらについては、教育的な配慮や

被害者の意向への配慮のうえで、早期に警察に相談・通報の上、警察と連携した対応を取

ることが必要である。 

（平成２５年度 文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」） 



① 学習指導の充実 

   ・学習指導の充実を図りながら、「規範意識の高い学級」を目指し、学びに向かう集

団作りに努める。 

   ・「わかる授業づくり」「コミュニケーション能力を育む授業づくり」「一人一人の実

態に配慮した授業づくり」を目指し、一人一人が意欲的に取り組む授業づくりに

努める。 

 

② 道徳教育の充実 

  ・道徳教育を充実させることにより、豊かな心を育み、人間としての生き方の自覚

を促し、児童の道徳的実践力を育成する。 

③ 特別活動の充実 

   ・特別活動の特質である望ましい集団活動を通して、人間関係を築く力を育てる。 

   ・生命や自然を大切にする心や他人を思いやる優しさ、社会性、規範意識などを育

む体験的な学習活動を計画的に行う。 

④ その他 

  ・児童一人一人が、自他の人権の大切さを認め合うことができるよう、様々な機会

を捉えて具体的に指導する。 

   ・教職員の言動が児童を傷つけたり、他の児童によるいじめを助長したりすること

がないよう不適切な言動に注意する。 

   ・いじめをさせないという人権に配慮した学級の雰囲気づくりを心がける。 

 

（２） 職員のいじめに対する意識の高揚及び指導力の向上 

① いじめに関する全教職員対象の校内研修会の実施 

② 教職員の共通理解 

・毎月のなかよしアンケートや日頃の児童観察から児童の異変にいち早く気づきい

じめを防止する。また、アンケートの結果や問題行動を全教職員で共通理解する。 

③ いじめ未然防止にむけて 

《学級担任》 

・日常的にいじめの問題に触れ、「いじめは人間として絶対に許されない」との雰囲

気を学級全体に醸成する。 

・はやしたてたり見てみぬふりをしたりする行為もいじめを肯定していることであ

り、その行為を行わせない。また、いじめの傍観者にならず、いじめを抑止する

ように促す。 

・一人一人を大切にした、わかりやすい授業づくりを進める。 

・教職員の不適切な認識や言動が、児童を傷つけたり、他の児童生徒によるいじめ

を助長したりすることのないよう、指導の在り方には細心の注意を払う。 



《養護教諭》 

・学校保健委員会等の学校の教育活動の様々な場面で命の大切さを取り上げる。 

《生徒指導主任》 

・いじめの問題について児童 

指導委員会や職員会議で取り上げ、教職員間の共通理解を図る。 

・日頃から関係機関等と情報交換をする等、連携を取っておく。 

 

（３）保護者地域との連携 

   ① 学校 HP で本校のいじめ基本方針を示したり、いじめ未然防止のお便りを出し

たりして保護者・地域に対して周知する。 

   ② ネットいじめの対応 

     ・児童の学校への携帯電話の持ち込みを原則、禁止する。 

     ・保護者会での学級活動を利用して、児童一人一人に対して、インターネット

のもつ利便性や危険性についてしっかり理解させながら、情報機器の適切な

使い方について指導の様子を参観してもらう。 

     ・家庭における情報機器の使用について、保護者と協力して適切に指導できる

よう啓発に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


